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２
４
（
令
和
６
）
年
４
月
か
ら
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
係
る
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
会
」
で
議
論

を
開
始
し
、
同
年
12
月
12
日
に
中
間
整
理
を
と
り
ま

と
め
た
。

　
中
間
整
理
で
は
、
①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
の

あ
り
方
、
②
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
た
方
策
、
③

法
定
研
修
の
あ
り
方
、
④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
、
と
い
う
４
つ

の
視
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
4
頁
図
２
参
照
）。

中
間
整
理
の
内
容
は

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
①
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
在
宅
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
要
で
あ
り
、

利
用
者
に
寄
り
添
い
、
尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
を

図
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
医
療
を
含
む
地
域
の
関
係
者
と

顔
の
み
え
る
関
係
を
構
築
し
、
利
用
者
に
適
切
な
支

援
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク＊
も
含
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
業
務
が
増
加
す
る
な
か
、
専
門
性
を
生
か

し
て
利
用
者
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
注
力

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
な
お
、
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　「ケアマネジメントに係る諸課題に関す
る検討会」では、2024（令和６）年
12月に、中間整理をとりまとめました。
ここでは、ケアマネジャー業務のあり方、
人材確保・定着に向けた方策、法定研修
のあり方、ケアマネジメントの質の向上
に向けた取り組みの促進が掲げられてい
ます。その内容をみながら、ケアマネジ
ャーの今後のあり方を考えます。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

質
の
確
保
・
負
担
軽
減
に
向
け
て

適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

提
供
に
向
け
て

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り
、

居
宅
介
護
支
援
や
介
護
予
防
支
援
の
受
給
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
慢
性
疾
患
や
複
数
の
疾
患

を
抱
え
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢
者
、
認
知
症
の

高
齢
者
、
独
居
高
齢
者
や
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る

世
帯
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
高
齢
者
の
抱

え
る
課
題
は
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
い
る
。
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
に
は
多
様
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
役
割
の
重
要
性

は
増
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
産
年
齢
人
口

の
急
速
な
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
加
え
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
従
事
者
数

（
約
18
・
3
万
人
前
後
）
は

横
ば
い
・
減
少
傾
向
に
あ

り
、
さ
ら
に
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

の
受
験
者
数
は
近
年
５
万
人
前
後
で
推
移
し
、
合
格

者
数
も
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
以
降
、
継
続
し
て

２
万
人
を
下
回
る
状
況
に
あ
る
（
図
１
）。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
利
用
者
に
対
し
て
適
切
な
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活

用
し
た
業
務
負
担
軽
減
を
推
進
し
つ
つ
、
必
要
な
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
な
り
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の

向
上
及
び
人
材
確
保
に
向
け
た
制
度
的
・
実
務
的
な

論
点
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
討
を
行
う
た
め
、

＊…本来の業務範囲外の、報酬の発生しない労働。ケアマネジャーの場合、例えば利用者の受診の付き添いや行政手続きの支援など
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き
業
務
（
部
屋
の
片
付
け
・
ゴ
ミ
出
し
、
買
い
物
な

ど
の
家
事
支
援
、
預
貯
金
の
引
出
・
振
込
、
財
産
管

理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
利
用
料
支
払
い
の
手

続
き
、
徘
徊
時
の
捜
索
、
入
院
中
・
入
所
中
の
着
替

え
や
必
需
品
の
調
達
、死
後
事
務
）
を
あ
げ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
で
も
他
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
指
導
・
育

成
の
役
割
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
制
度
的
位
置
づ
け

の
明
確
化
、研
修
の
あ
り
方
、役
割
に
応
じ
た
評
価
の

あ
り
方
、柔
軟
な
配
置
等
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

法
定
研
修
の

経
済
的
・
時
間
的
負
担
が
課
題

　
②
の
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

は
、
現
在
働
い
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
就
労

継
続
支
援
と
し
て
、
他
産
業
・
同
業
他
職
種
に
見
劣

り
し
な
い
処
遇
の
確
保
や
様
式
の
見
直
し
に
よ
る
書

類
作
成
の
負
担
軽
減
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
、
シ
ニ
ア
層
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
等
を
掲
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
規
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
受
験
要
件
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
法
定

資
格
に
基
づ
く
業
務
や
一
定
の
相
談
援
助
業
務
に
従

事
し
た
期
間
が
通
算
５
年
以
上
で
あ
る
者
）
に
つ
い

て
、
新
た
な
資
格
の
追
加
・
実
務
経
験
年
数
の
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

潜
在
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
復
職
支
援
の
た
め
、
再
研

修
を
受
け
や
す
い
環
境
、
柔
軟
な
勤
務
体
制
の
設
定

な
ど
、復
帰
し
や
す
い
環
境
の
整
備
も
求
め
て
い
る
。

　
③
の
法
定
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
質
の
確
保
・
向
上
が
重
要
で
あ
る
一
方
、

に
よ
る
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
定
期
の
安
否
確
認
を
除
く
緊
急
訪
問
」
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
家
族
介
護
者
本
人
に
対
す
る
相
談
対

応
」、「
サ
ー
ビ
ス
調
整
等
に
関
わ
ら
な
い
電
話
等
へ

の
対
応
、
時
間
外
相
談
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
５

頁
図
3
）。

　
ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
現
し
つ
つ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務

負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
は
個
々
の
利
用
者
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
重
点
を
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
社
会
資
源

へ
の
働
き
か
け
を
含
め
た
地
域
全
体
の
支
援
に
重
点

を
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
こ
の
役
割
を
中
心
に

据
え
つ
つ
、
業
務
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
、
と
し
て
い
る
。

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
負
担
軽
減
に

向
け
た
考
え
方
と
し
て
は
、
法
定

業
務
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め

ら
れ
る
役
割
と
の
関
係
か
ら
、
事

業
所
内
で
の
業
務
分
担
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
と
く
に

利
用
者
と
直
接
関
わ
る
業
務
は
、

さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
位
置
づ
け
を
整
理
す

る
。
法
定
業
務
以
外
の
業
務
に
つ

い
て
は
、
地
域
課
題
と
し
て
地
域

全
体
で
対
応
を
協
議
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
基
本
的
に
は
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
関
係
者
を
含
め
て

協
議
し
、
利
用
者
へ
の
切
れ
目
な

い
支
援
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

「
地
域
課
題
と
し
て
地
域
全
体
で
対

応
を
協
議
」
す
る
業
務
と
し
て
は
、

保
険
外
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
対
応
し

う
る
業
務
（
郵
便
・
宅
配
便
等
の

発
送
・
受
け
取
り
、
書
類
作
成
・

発
送
、
代
筆
・
代
読
、
救
急
搬
送

時
の
同
乗
）、
他
機
関
に
つ
な
ぐ
べ
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ケアマネジメントに係る諸課題に関する検討会（令和６年12月２日）参考資料「ケアマネジメントに係る現状・課題」より
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２
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度
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度
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介護支援専門員実務研修受講試験の受験者数及び合格者数の推移図1

oka
WAM著作



精
神
科
病
院
と

更
生
保
護
施
設
を
運
営

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
更
生
保
護
法

人
鶴
舞
会（
理
事
長
：
吉
川
正
男
氏
）は
、

「
安
心
・
安
全
で
良
質
な
医
療
を
提
供

し
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
精
神
科
病
院
の
飛
鳥
病

院
と
と
も
に
、
更
生
保
護
事
業
の
更
生

保
護
施
設
を
運
営
し
て
い
る
。

　

法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
昭
和
34
年

に
財
団
法
人
更
生
保
護
会
愛
慈
会
を
設

立
し
、
精
神
科
病
院
の
東
京
愛
慈
病
院

と
更
生
保
護
施
設
を
開
設
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
る
。
昭
和
40
年
に
病
院
名
を
日

本
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
、
平

成
8
年
に
更
生
保
護
法
に
よ
り
財
団
法

人
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
更

生
保
護
法
人
鶴
舞
会
に
改
組
。
平
成
9

年
に
病
院
名
を
飛
鳥
病
院
に
変
更
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

更
生
保
護
事
業
は
、
犯
罪
を
し
た
人

や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
「
宿

泊
型
保
護
事
業
」、「
通
所
・
訪
問
型
保

護
事
業
」、「
地
域
連
携
・
助
成
事
業
」

の
3
種
類
が
あ
る
。更
生
保
護
施
設
は
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
一
定
期
間
受

け
入
れ
、
宿
泊
場
所
や
食
事
、
自
立
に

必
要
な
支
援
を
提
供
し
、
社
会
復
帰
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

　

法
人
の
設
立
時
に
、
精
神
科
病
院
と

更
生
保
護
施
設
を
開
設
し
た
経
緯
に
つ

い
て
、
事
務
部
長
の
佐
々
木
文
夫
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
刑
務
所
や
少
年
院
の
出
所
者
の
な

か
に
は
、
精
神
疾
患
の
た
め
に
罪
を
犯

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
精
神
科
の
受
診

を
必
要
と
す
る
人
の
治
療
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
再
犯
防
止
や
社
会
復
帰
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
更
生
保
護
施
設
は
、
全
国
１
０
２

カ
所
で
展
開
さ
れ
て
い
る
な
か
、
更
生

保
護
法
人
が
運
営
し
て
い
る
精
神
科
病

院
は
当
院
が
唯
一
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
地
域
に
根
ざ
し
た

精
神
科
医
療
を
提
供

　

飛
鳥
病
院
の
病
床
数
は
２
６
１
床

で
、「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
時
代
の
変

化
に
適
応
し
た
医
療
・
看
護
を
目
指
す
」

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
精
神
科
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。

　

同
院
の
開
設
地
は
、
東
急
田
園
都
市

線「
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅
」

か
ら
徒
歩
10
分
の
好
立
地
に
あ
り
、
駅

直
結
の
複
合
商
業
施
設
や
豊
か
な
緑
に

囲
ま
れ
た
公
園
と
と
も
に
、
駅
周
辺
は

全国唯一の
更生保護法人運営の精神科病院

　福祉医療機構では、地域の福
祉医療基盤の整備を支援するた
め、有利な条件での融資を行っ
ています。今回は、その融資制
度を利用された東京都町田市の
飛鳥病院を取りあげます。同院
は更生保護法人が運営する全国
唯一の精神科病院となっていま
す。実践する精神科医療の取り
組みや病院の建て替え計画につ
いて取材しました。

— 東京都町田市・更生保護法人鶴舞会 飛鳥病院 —

施設の概要施設の概要

〒 194−0005
東京都町田市南町田 3−8−1
  TEL   042−795−2080
  FAX   042−799−4573　　
  URL   https://www.tsurumaikai-hosp-asuka.com

病院開設：昭和 34 年
理 事 長：吉川　正男
病 院 長：田村　由江
病 床 数：261 床
診 療 科：精神科、内科
法人施設：訪問看護ステーション、更生保護施設

更生保護法人 飛鳥病院鶴 舞 会
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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